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発達教育学部紀要

平成17年度 発達教育学系公開講座

.発達教育系春季公開講座 5月14日(土) l3: 30~ 16:00 

『豊かな表現力を育てる授業の創造-模擬授業と対談-j

[第-部]模擬授業(詩) 和歌山市立有功東小学校校長 武両良和氏

[第三部}対談「豊かな表現力を育てる授業」

和歌山市立有功東小学校校長 武西良和氏

本学教授 増田信一氏

φ発達教育系秋季公開講座 11月26日(土) l3 :30~16:30 

J保育の場で生まれ育まれるものJ
[第一部]I保育の場で、のエピソードから」

岩屋保育園園長

[第二部]I保育の場で生まれ育まれるもの 関係と個 」
室田一樹氏

京都大学大学院人間・環境学研究科教授鯨同 峻氏

φ児童学科前期公開講座 7月9日(士) 14:00~16:00 ， 10日(日) 10:00~12:00 

[第ー日]I白導犬と視覚障害」

関西盲導犬協会 盲導犬歩行指導員 青木言剛氏

本学助教授 倉本義則氏

[第二日]I親子で楽しむ人形劇」 人形劇上演:人形劇団

本学教授

.児童学科後期公開講座 12月4日(日) 13:00~16:00 

[第一部]Iエジプトへ行ったエコアート」 本学教授

[第三部]I子どもたちとアート」 立命館大学大学院教授

φ音楽教育学専攻秋期公開講座 11月19日(土) 14:00~16:00 

『パyレトーク:村‘の楽師と20世紀の前衛』 大阪大学大学院助教授

演奏:本学助教授
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棚橋美代子氏

土田隆生氏

神林恒道氏

伊藤信宏氏

大谷正和氏



平成16年度

大学院家政学研究科(修士課程)論文題目

児童学専攻

高橋経子 女子青年の性行動の背景要因について一自尊感情と親への感情から

高橋設志子 戦後小学校音楽教科書研究

平成17年度

大学院文学研究科論文題目

教育学専攻(博士前期課程)

〈教育学領域〉

岸本暁子 女子大学生の仲間集団における会話構造に関する一考察

一関係性を維持する方法としての会話を通して

藤 岡三奈子 日本における教員評価システムの現状と課題

〈心理学領域〉

森山幸恵 効力感の発達的変化とその規定要因

〈臨床心理学領域〉

有本英里 ジェンダ一意識とドメスティック・バイオレンスに関する研究

一大学生を対象に-

丹下夏子 広汎性発達障害と育児ストレス

野 田 由紀恵 夫婦関係が乳幼児をもっ母親の主観的幸福感に及ぼす影響

一母親の就労形態および子どもの年齢による検討一

福 西 百合栄 幼少期の親との関係についての認識と青年期の対人認識との関連

その性差に注目して

村田 愛 幼児期から青年期にかけての内的作業モデルの変化とその要因

表現文化専攻(修士課程)

加藤四季 (MISS SAIGON) 
ーブロードウェイ公演で成功を収めた要因-

北島元子 日常の中で想起する仮想世界 絵画表現を通しての一考察

北爪かおり アグリコラ著『歌唱法の手引きJにみられる18世紀初頭の歌唱法について
ーヴイヴァルデイのモテットRV630を例に-
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発達教育学部紀要

佐藤友美 フレデリック・ショパン作曲〈ピアノ・ソナタ第3番ロ単調Op.58}の楽曲構

造について

西村依子 「表現運動」授業における学習者の自己評価の傾向

一「表現運動」の特性をふまえた評価法の検討

松田奈美 M.P.ムソルグスキー作曲〈展覧会の絵〉に対する M.ラヴェルとL.ストコフ

スキーのオーケストレーションの比較と考察

宮脇梨紗 セルゲイ・ラフマニノフのピアノ作品における前奏曲の位置づけ

山下嘉奈子 学校における「表現運動」指導の現状と課題

一小学校教員を対象とした調査研究-
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卒業論文題目

文学部教育学科

平成17年 度

卒 業 論 文 ・制作 題 目

初 等 教 育 学 専 攻

学 生 氏 名

足 立 　 碧

新 井 希 和 子

安 藤 嘉 奈 子

池 嶋 　 望

生 駒 美 佳

石　　崎　　佳　　那

石 田 菜 奈 美

石 田 陽 子

和 泉 香 苗
・・圓 真 由 美

稲 垣 清 香

井 上 美 香

今 井 由 香 里

岩 田 万 里 絵

L造 輪 泰 子

上 田 明 子

1:田 　 妙

r.田 弥 生

打 越 美 花

浦 山 絵 理 奈

大 内 美 佐 子

大 久 保 佐 紀

大 西 直 子

大 橋 由 佳

大 森 麻 美

岡 野 雅 子

岡 本 裕 子

小 川 幸 恵

小 川 智 子

　　　　　　　　　　 卒 業 論 文 ・ 卒 業 制 作 題 目

「総合的な学習の時間」における音楽活動のかかわり　 一音楽劇(オ ペレッタ)で

育む 「生 きる力」一

低学年における居心地のよい学級づ くり　一構成的グループ ・エ ンカウンターを取

り入れた学級活動をもとに一

バウムテス トの枠づけ効果と親子関係

読みの力を伸ばす朗読 と読み聞かせの研究

学校における掃除教育の必要性

「ものとの関わり」が表現 リズムあそびの学習にもたらす効果について

育児不安の実態 とその背景に関する考察

確かな学力を育てる楽 しい算数科授業

現代の子どもたちと親 子コミュニケーションの重要性

豊かな心 を育てる読書指導の研究

地域伝承文化(壬 生の花田植)に 学ぶ 「子ども田楽」のあり方

こころを育む遊び 一田んぼ と触れあう遊びを通 して一

女子大生の自我同一1生の確立について　一進路選択 との関連から一

案が句の使用が 「走の運動」の学習に及ぼす影響について

わらべ歌 を現代の教育にどのように活かすか

「総合的な学習の時間」における人との関わ りによる子供の成長

沖縄のアメラジアンの子 どもたち　一義務教育期間における就学問題一

立体作品 「ひと」

幼児向けキャラクターの創作 「ニコちゃんとみかんちゃん」

ペープサー トを使った人形劇 「たなばたものがた り」 ・「にんじんさん ・ごぼうさ

ん ・だいこんさん」

母親の自尊感情 と子離れの関係について

豊かな関わりを育む児童会集会活動　一柳ケ浦小学校(4～6年 生)の アンケー ト

調査を もとに一

基礎的な確率過程について

発達の理論から考えた児童養護と現代の施設養護について

道徳的雰囲気 と学級経営

女子大生における 「疑似 自己」「現実自己」「理想自己」に関する研究

導入期の リコーダー指導　一楽器としての特性 と学習形態に着目して一

「水辺の教室」による自然体験と環境への意識

わが国における 「学校効果(school　effectiveness)」研究の課題 と可能性 一教育の

階層格差問題をめぐって一

　 ・・

所属 ゼ ミ

(難波)

(富村)

(山上)

(増 田)

(福永)

(川1口・1匕川D

(岩槻)

(吉永)

(福永)

(吉永)

(難 波)

(富村)

(松 浦)

(川口・北川)

(石附・黒田)

(吉永)

(上 田〉

(黒 田)

(黒 田)

(北尾)

(富村)

(安藤)

(田井)

(田井)

(北尾)

(難波)

(高桑)

(森繁男)



奥 谷 裕 子

尾 松 亜 紀

香 島 阿 耶 子

片 木 良 栄

片 谷 友 美

加 藤 奈 苗

角 広 涼 子

金 子 美 佳

神 畠 優 里 子

川　　北　　沙　　糸哉

川 嶋 　 恵

河 田 織 世

川 野 　　瞳

川 畑 し ず か

神 田 愛 恵

菊 野 聖 子

岸 　 雅 美

木 下 裕 美 子

木 村 文 香

木 村 有 沙

熊埜御堂　迪子

藏 重 真 紀

厚 東 証 子

此 枝 佳 恵

小 堀 康 子

小 松 未 央

後 藤 麻 里

坂 井 栄 子

櫻 井 奈 々 絵

佐 々 木 智 子

塩 川 紗 代

塩 見 祐 子

白 山 祐 子

末 益 　 綾

杁 谷 香 澄

杉 村 佑 希 子

諏 澤 友 紀 子

鈴 木 恵 美

関 元 香 苗

撰 田 亜 弓

発 達 教 育 学 部 紀 要

自意識とセルフ ・ハ ンディキャッピングとの関係について

「自ら学び考える力」を育む良い授業

自己形成におけるターニングポイント

排他性 と仲間意識が攻撃性に及ぼす影響　一親 しい友人間において一

大学生における孤独感の研究

小学校 と家庭との連携をはかる　一浜之郷小学校の挑戦 「共に学び合 う学習参加」

に学ぶ一

道徳性発達理論の比較考察　一 「ケアの倫理」と 厂正義の倫理」一

少年犯罪の実態と 「いのちの教育」

いのちの大切さを学ぶ生活科授業　一飼育活動を通 して一

豊かな言葉と想像力を育む絵本　一幼稚園における絵本の活用を中心に一

小学校 における仮説実験授業の意義 と実践にむけて

母性愛の意義について　一わが子を愛せない母親一

絵画作品 「個性」 ・ 「IDENTITY」

学校体罰を考える　一 よりより教師と児童の関係を目指 して一

「樹」

子育て支援の現状と課題　一認可外保育園でのボランティアを通 して一

平面作品 「思い出」 ・ 「時間」

学校教育におけるわらべうたの意義 と可能性

100マ ス計算の発展
ダ

現代女子大学生の友達とのつ きあい方と性格特性との関連について

障害児を養育する父母の子育て充実感についての研究

体験活動を重視した"理 科大好きスクール"の 実践

自分を知ることか ら始まる命の教育 一殺し、食べ、生かされ、死んでい く私たち一

漫画 ・アニメが与える子どもの心への影響力

「特別活動」における音楽の可能性

テレビゲームの子 どもへの影響 とそれに対する大人の接 し方

特別支援教育の今 とこれか らの課題 一諸外国の取 り組みを踏 まえて一

和算について

児童期までの母親の養育態度と、青年期までの友人関係が大学生の対人恐怖心性 に

及ぼす影響

集団活動の楽 しさを味わわせる低学年指導の工夫　一集団活動が好きになる生活科

指導の提案一

豊かな心を育てる道徳教育の研究

食の教育的意義を生かした家庭教育

幼児の音楽と表現活動

国際結婚家族の母親たち

魅力ある理科学習を目指して　一子どもの理科ばなれ ・虫嫌いから探 る一

「トマ ト」

「ネット」「ケータイ」がつ くる世界　一小学校における情報モラル教育一

早期教育が子どもに与える影響

女子大生における携帯電話の利用が孤独感に及ぼす影響　一孤独恐怖心との関連か

ら一

『夢幻』

一99

(稲塚)

(吉永)

(田井)

(松 浦)

(北尾)

(富村)

(田井)

(福 永)

(富村)

(富村)

(田 井)

(田 井)

(黒 田)

(福 永)

(窪 田)

(山 上)

(黒 田)

(難 波)

(安藤)

(稲塚)

(山 上)

(宮野)

(宮野)

(田井)

(難波)

(福 永)

(福 永)

(安 藤)

(松 浦)

(富村)

(吉 永)

(田井)

(難波)

(表)

(宮野 〉

(窪 田)

(田井)

(表)

(松浦)

(窪 田)



園 部 由 美 恵

高 山 美 加

武 内 悦 子

竹 中 真 衣

立 川 小 雪

田 中 久 美 子

田 中 ゆ み

種 村 直 子

田 村 愛 子

出 村 美 佳

知 念 礼 子

辻 　 千佳子

辻 　 良 子

堤 　 知 了・

坪 井 由 佳

東 条 類 子

土 居 梨 世

内 藤 友 子

猶 貞 加 奈 子

中 谷 益 美

中 野 歩 美

中 原 節 子

中 村 晶 子

中 山 こ の み

成 田 夏 子

西 倉 裕 子

西 畑 織 江

西 村 麻 衣 子

西 山 沙 織

新 田 祐 子

野 澤 温 子

野 村 友 香

羽 川 可 奈 子

林 　 彩 子

林 　 沙智亜

林 　 千 尋

林 　 直 美

原 田 恵 利

平 阪 美 穂

平 島 夕 香 梨

平 野 絵 巳

藤 原 　 愛

卒業論文題目

主体的に学ぶ演劇的学習の研究

「確かな学力」を育む教育を考える　一低学年における読書活動を通 して一

思いや りの心を育てる道徳教育

子どもの仲間集団における社会化機能について　一テレビアニメ 「名探偵コナン」

の少年探偵団をもとに一

幼児期の人間関係　‐Doll　 Location　 Testを 用いて一

日本における識字教育について　一被差別部落の事例をもとに一

道徳教育を通 して豊かな心 を育む指導の研究

伝 え合う力を育む対話の授業

地域教育の意義 とその実際

豊かな心を育む道徳教育　一体験活動を生か した道徳の時間をもとに一

漢字表記語の認知処理過程の検討

絵画作品 「フラッシュバ ック1」 「フラッシュバ ックH」

中学生の攻撃性 と友人関係

後悔 と情緒不安定性傾向　一 クリティカルシンキングとの関係か ら一

岡山県の郷土芸能 「うらじゅ」の指導法研究

年中行事を通 しての文化伝承教育

少年非行 と家庭教育

乳幼児の発達 と絵本　一特 に0～2歳 児に焦点をあてて一

金銭教育の概念 と実践に関する考察

院内学級について　一前籍校と子どもをつなぐはたらき一

音声を中心 とした表現の指導について　一国語科 と音楽科の学習内容から一

児童 と読書感想文の研究

現代における母性愛の意義について　一母性愛を発揮させるために一

表現運動授業における導入部段階の指導に関する研究

青年の恋愛行動について

「書 くこと」で育てる豊かな人間力

地域性豊かな生活科教育　一多様な人々とのふれあいを通 して一

学童保育の役割お よび意義に関する考察

音楽科の鑑賞指導 一"聴 く力"を 高めるために一

女子学生の就業意識 と母娘関係について　一本学における質問紙調査をもとに一

書 くことを生かす教育活動

絵本の構造に関する研究

青年期女子における自己愛 と抑うつの関連　一原因帰属の観点か ら一

生きる力を育む修学旅行のあ り方　一角川小学校の2004年 の修学旅行を通 して一

リズムがメロディー記憶に及ぼす影響の検証

生 きる力を育む児童会集会活動の在 り方　一主体性や協調性の育成を中心 として一

「生 きる力」を育む朝の読書

幼少期における生活環境が心身の発達に与える影響　一子どもへの望ましい働 きか

け一

コミュニティー ・スクール制度化の経緯

『Happiness!!』

否定的内容の自己開示における抵抗感 と攻撃性

教育現場におけるデス ・エディユケイションの必要性 について
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(増 田)

(富村)

(吉永)

(森繁男)

(山 上)

(岩槻)

(吉永)

(増 田)

　 (表)

(富村)

(広瀬)

(黒 田)

(山上)

(松浦)

(lil匚1・」ヒ刀D

(石附・田井)

　 (表)

(岩槻)

(岩槻)

(上 田)

(難 波)

(増田)

(田井)

(Ill[]・」匕月D

(吉村)

(吉永)

(富村)

(岩槻)

(難 波)

(森繁男)

(吉永)

(岩槻)

(北尾)

(富村)

(広瀬)

(富村)

(岩槻)

(田井)

(上 田)

(窪 田)

(吉村)

(田井)



発 達 教 育 学 部 紀 要

藤 原 ま ゆ み

冬　木　愛　香

細 川 美 沙 子

細 野 永 里 子

前　田　　　梓

前　橋 紀 子

牧　野　千　秋

牧　野　良　美

増　井　千　紗

松 井 絵 里 香

松　岡　真　希

松　田　智　衣

松　本　友　里

的　場　裕　子

丸 山 今 日 子

満　長　知　子

宮　前　優　子

村　尾　公　美

村　上　　　愛

森　田　彩　香

森 本 あ ゆ み

安　村　優　子

柳　谷　亜　耶

山　崎　彩　子

山　崎　裕　香

山 下 由 希 子

山　田　知　見

山　田　萌　絵

行　本　奈　央

吉 岡 芽 薫 美

渡　辺　真　弓

和 田 恵 莉 加

井 出 理 恵 子

神　原　綾　夏

宮 本 りつ 子

夫婦の姓のあ り方　一夫婦別姓に対する女子大生の意識を通して一

生きる力の土台 となる生命尊重教育　一 「生と死から学ぶいのちの教育」を子 ども

たちに一

青年女子の同一一性拡散 と母子関係

絵本の世界か ら死を見つめる

ジェンダー ・フリー教育の理想 と現実

学校図書館と司書教諭の役割

これか らの学校図書館の運営に関する考察

明治期エリー ト教育 としての帝国大学 と官僚養成の関係

父親の育児参加　一学生の子育て意識 を通して一

個性 を生かす学級づ くり　 一係活動を通 して一

教育現場におけるノーマライゼーション

自然体験活動の実態 とその重要性

小学校課程における外国語教育

学ぶ意欲を育てる楽 しい授業づ くり

学校における性教育のあ り方

小学校における食育

小学校におけるクラブ活動の意義 と必要性　一大阪市の実践か ら一

ソースモニタリングと再認における音声呈示形態が及ぼす効果

青年期のブランド意識について

難病の子どもに対する教育的支援の考察

子育てサークルの役割に関する事例研究

女　一午後一

これからの保育　一幼保一元化に向けて一

食卓と家族団 らん

社会不適応を生み出す環境についての考察　一 日本型ニー トの発生構造を中心 に一

仕事と子育ての両立支援　一男性の育児休業から探る一

子どもに読書習慣を身につけさせる指導　　　　　　　　　　　　　　　 4

いのちの教育

自己の性格 と友人 ・恋人の性格 との類似性と独自性欲求の関連について

聴覚刺激提示条件下での読解に及ぼすメタ認知の影響

子 どもを取 り巻 く食環境と食育の 「今」を見つめることによるこれからの食育の考察

今、あるべ き教育の姿 一ゲーム ・パソコン・携帯電話が与える影響から考える一

加熱報道が生み出す少年犯罪の凶悪化言説　一メディア ・ソテラシーの必要性一

人間の発達と社会的逸脱についての一考察　一ひとを社会に繋ぎとめているもの一

学び合いのある授業の研究

音 楽 教 育 学 専 攻

学 生 氏 名

今 田 有 妃 子

植 田 早 緒 里

大 倉 千 香

川 上 裕 子

　 　 　 　 　 　 　 　 卒 業 論 文 ・卒 業 制 作 題 目

W.A.モ ーツァル トの演奏会用アリアについて

減七の和音の用法　一J.S.バ ッハからF,リ ス トまで一

高齢者の音楽岱の取 り組み

マツケンサンバH再 考
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(表)

(田井)

(稲塚)

(田井)

(森繁男)

(表)

(岩槻)

(上田)

(表)

(吉 永)

(福 永)

(表)

(福永)

(吉 永)

(表)

(表)

(上 田)

(広瀬)

(吉村)

(岩槻)

(岩槻)

(窪 田)

(福永)

(表)

(田井)

(表)

(増 田)

(福 永)

(稲塚)

(北尾)

(福 永)

(福 永)

(森繁男)

(田井)

(吉永)

所属ゼミ

(秀村)

(秀村)

(小林)

(荒川)



卒業論文題目

川 端 　 彩

河 畑 圭 美

北 野 可 奈 子

木 本 彩 子

栗 栖 真 理

栗 原 綾 子

重 冨 　 文

杉 内 未 来

須 田 　 緑

瀬 上 未 紗

田 中 文 乃

津 村 京 子

二 宮 麻 莉

人 見 有 紀

南 　 佳 苗

山 川 奈 緒 子

山 崎 千 晴

吉 田 絵 美

吉 田 万 里 子

学校 と連携 したアウ トリーチ活動

ミュー ジカル 『オペ ラ座 の怪 人』の研 究

ノー ドブ ・ロ ビンズ式音 楽療法

ピアノ初歩指 導におけるポ リフォニーへの導入 につ いて

芸北神楽　一新舞 と旧舞の違 いを中心 に一

はめ ものか ら得 られる演 出効果

幼児の ための ピアノ教則 本 一導入 におけ る歌 の扱 いを中心 に一

サ ミュエ ル ・バ ーバ ーの 《ピアノ ・ソナ タ》作 品26の 分 析

中学校 における校 内合 唱 コ ンクールの教育的役割 につ いて

R.シ ュ ーマ ンの ピアノ ・ソナ タについて　一 作 品llと 作 品22の 分 析一

総合 的な学習の時間 に関す る一考察　一地域の素材 を生 か した楽器 製作 を通 して一

宮城道雄 が与 えた影響　一 第1回 作品発表会 を通 して一

武満徹 と 「樹」

シ ョパ ンの4曲 の 《バ ラー ド》

タ ンゴ ・カ ンシオ ンについて　一 カル ロス ・ガルデルを中心 に一

バ ル トークの ピアノ曲《Allegro　barbaro》 にみ る リス トの影響 一 リス トの《Csardas

macabre》 との比較 を通 して一

ヨーゼ フ ・ハイ ドンとクラヴ ィーア

子 どもに とって魅 力的な ピアノ発表会

沖縄音 楽界における知名定男 の音楽活動

(荒川)

(荒川)

(荒川)

(秀村)

(小林)

(小林)

(小林)

(秀村)

(荒川)

(秀村)

(小林)

(小林)

(秀村)

(秀村)

(荒川)

(小林)

(秀村)

(荒川)

(小林)
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学生氏名

曾i華美果・奥野亜耶

・小坂恭子

青木志帆

新井晴子

!際麻里子

東千尋・中間愛里

池田智美

出石久美

稲垣光子・竹野和佳子

伊吹祥子

今井祐子

井村奈保美

猪元友夏・北川藍子

・黒川道子

上原裕子

宇津木朋子・公文希美

太田晶子

大槻亜耶・木村祐子

大西明子

岡田千尋

問野衣里子・園府真知

岡橋千賀

小川範子・倉本志穂

・西部真理子・西村香菜子

小川佳子

小津幸矢加

柿本真裕美

河合陽子・木村友美

川上沙織

川端住子

木谷萌・古賀理絵

小林春佳

根東由梨

榊原しほみ

榊原令子

佐々木智美

発達教育学部紀要

平成17年度

家政学部児童学科卒業論文・制作題目

卒業論文・卒業制作題目

日本における病棟保育の現状と課題

児童学科女子大生の統合保育に対する意識について

自閉症児への支援のための実態調査一就学指導から学校での指導まで

家庭における幼児のしつけに関する調査 時代の推移による変化

病棟における保育士導入についての研究

障害者の就労に関する企業の意識

寺村輝夫作「王さまシリーズ」に関する一考察 ナンセンス童話としての先駆的

意味

STDと不妊症に対する大学生の意識についての研究一男子学生と女子学生の比較一

女子大生のダイエット欲求と他者意識・自己認識欲求の関連について

青年期の愛着スタイルと友人関係

打楽器の新たな可能性一民族楽器からオリジナルクイーカまで

仮面の制作研究 子どものお面作りを中心として一

子どもにとって「子ども部屋」は必要か 子ども部屋の変遷と今日的課題

時代が変えたアニメの存在一アニメが誕生してから今まで一

エゴグラムからみた性格特性と睡眠の関係

現代における子育ての実態と育児不安一今後の子育て支援を考える

ミヒャエル・エンデの長編ファンタジー作品にみる人間観・善悪観

幼少期のキャラクターとの関わりとキャラクターブームの関連性について

TEGにおける母親と子どもの性格特性の比較

保育所における「食育」の現状と課題一奈良県橿原市立今井保育所を中心に

わらべうた 一今を生きる子どもたちにわらべうたの魅力を伝えよう一

乳幼児における熱中症事故の発生要因の検討

本学女子大学生におけるライフスタイルと身体状況

子どもの化粧一子どもと化粧の関係

女子大生における障害を持つ人に対する役割期待

女子大学生の職業未決定の構造

ディズニー長編アニメーション作品に対する考察

子どもを取り巻くインターネット事情 潜む危険から子どもを守るために一

育児不安・悩み解消のための親支援プログラムの検討

女子大生における「老人」観の研究 -SD法を用いて

発達障害児の母親に対する育児支援モデルの作成にむけて

いわむらかずおの家庭生活観・自然観 - 114ひきシリーズ」を中心にー

オリジナルぬいぐるみの研究一子ども達の好むぬいぐるみを探る一
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所属ゼミ

(棚橋)

(倉本)

(回目1)

(回}l1)

(大野)

(倉本)

(棚橋)

(大野)

(倉本)

(倉本)

(深見)

(土田)

(JII勝)

(JII勝)

(大野)

(岩}l1)

(棚橋)

(川勝)

(岩JlI)

(棚橋)

(深見)

(新矢)

(新矢)

(JII勝)

(倉本)

(倉本)

(JII勝)

(JII勝)

(田川)

(田JII)

(倉本)

(棚橋)

(土田)



卒業論文題目

佐藤香織 ベリーダンスと母胎信仰 (野村)

里村亜矢 時代による子どもの変化 ←「現代っ子」からの問題提起一 (川勝)

鮫島美咲 父親の養育態度と娘のジ、エンダ一意識の関係性について (倉本)

重田智子 昔話の中の残酷さと子ども (川勝)

杉野原加枝 子どもの生活とお菓子 お菓子とその役割の変遷 (川勝)

鈴木奈今・田中美幸 子ども服に関する一考察 (川勝)

関 智子・栃尾寿子 万華鏡の制作研究 ファンタジーの世界を創ろう (土田)

-西川智加

曽我舞・高本知明 子どものものの見方 図形認知を中心に一 (岩}I[) 

曽我部恵 女子大生におけるアダルト・チルドレンと噌癖行動の関係 (倉本)

十河史恵 「うんちの絵本」における糞便の描写に関する一考察 (棚橋)

田口祐子 母親の養育態度に影響を及ぼす要因について 一受容的態度の観点から (倉本)

竹久裕美・原村留美 絵と音を組み合わせる 絵本をもっと楽しく読むためにー (深見)

辰巳和嘉子 絵本に描かれた主人公の生と死 (棚橋)

谷村香織 子どものごっこ遊びに関する一考察一物の見立てを中心に(川勝)

徴 智恵 アート教育としての LivePainting (深見)

横木加奈 母親の育児意識と父親の協力的関わり 一母親の育児ストレスを中心に (田川)

坪井利恵 女子大学生における生活環境温度の年間変動 (新矢)

別-愛子・野見山彩子 おまけの存在意義と子どもにとってのおまけとは (川勝)

1fT 神 '惟 エアロピックダンスにおける音楽のテンポおよび運動内容と運動強度の関係 (新矢)

中川智美 通常学級に在籍する発達障害児への支援 小学校で、の教育ボランティアを通して← (田}I[) 

中村恵美・前田里美 女子大学生の家族意識について (岩}I[) 

永井風子 ジョブコーチ養成にかかわる研修についての検討 聴き取り調査における支援と (倉本)

現行の研修について一

長屋泰子 知的障害児の性教育 -K君への実践事例の考察一 (田川)

l布部裕子 知的障害児と就労支援一教育と就労の連携を目指して (田川)

同舘 環 青少年が感じ取った母親の養育態度と性格との関連について 一母親の養育態度が (岩}I[)

こどもの自我状態に及ぼす影響一

l珂柳香菜 熱中症による死亡事故の発生場所の検討 (新矢)

萩!長佑香・山口真季 保育士と母親の「子育て支援」観ーアンケート調査を中心に一 (棚橋)

蓮見友理・南出有穂 入院患児の遊びの実態 看護師・保育士の意識調査の結果から一 (大野)

1高μ妙、夜香・す剛11世子 小児科病棟における遊び活動一音楽を取り入れて (深見)

福井悠子 音の世界に出会う 耳を澄ましてごらん (深見)

古市真菜 子育て不安と望まれる支援 地域差の視点から一 (田}I[)

古本絵美 保育園(所)における絵本の重要性 (棚橋)

保坂芳恵 モンテッソーリ教育の可能性 感覚教具を中心として (川勝)

前田有香 幼稚園における文庫活動の在り方一ゅう文庫の実態を中心に一 (棚橋)

政春有美 父親娘の関係についての研究 娘の結婚観や異性観と父親の魅力との関係一 (岩}I[)

松測敬子・松本昌子 女子大生の便秘について (大野)

松本このみ・森下めぐみ 子どもの事故防止への母親と父親の意識の違いについて (大野)

真鍋有紀恵 斉藤隆介が描いた英雄像 (棚橋)

水口真奈 自閉症児への視覚支援の有効性の検討 (田川)

水野小織 保育事例に対する保育者の対応の在り方一具体的な事例のアンケート調査を通じ (岩JI [) 

て
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宮尾佳奈 子どもの遊ぴの時代的変化の研究 (田JlI)

宮下由香利 高校生のユーモアへの態度と対人関係意識に関する研究一対人関係を円滑にする (岩川)

ユーモアの有効性

宮田真里・吉田知代

三好来朝花

栗田礼恵

本山杏奈

山口菜穂・弓場優雅

山口真由子

山口玲奈

山崎蓉子

山根 葵

平塚奈央子

横山文香

渡遺杏子

太田しのぶ・山田 芽

奥田明日香

数枝尚子

神山友香理

粉川紗規子

谷井徳子

浪越美樹

平井里佳

中国有香

本忠江梨

胎生期の bisphenolAの暴露によるマウスの行動異常に関する研究

描画活動による心的変容の事例研究

アレルギー児童を取りまく生活環境の変化についての研究

障害児の統合保育に対する保育士・幼稚園教諭の意識

自閉症児への支援方法の検討一集中時間を中心に一

保育園・幼稚園における仏教保育の必要性と課題について

きょうだい構成による子どもから見た親の養育態度の違いについて

浄土真宗本願寺派日曜学校の社会的役割

まんがに描かれる「少女イメージJ -少女まんがと少年まんがの比較から一

現代アニメにおけるジェンダーの変化 -2ω0年代のテレビ・アニメ番組分析より

新美南吉童話に描かれた母親像一幼年童話を中心に

絵本における絵と文字の役割

ボディーペインテイングの心的効果について 一投影樹木両法を用いて一

投影樹木画法におけるトラウマ指標のー研究

女子大学生の子育ておよび少子化に対する意識調査一子どもとの触れあい体験と

の関連

紙芝居の特質に関する考察 -1かさじぞうJを中心に一

(大野)

(土田)

(大野)

(田川)

(倉本)

(野村)

(岩J11) 

(野村)

(JII勝)

(川勝)

(棚橋)

(棚橋)

(土田)

(岩)11) 

(岩}11) 

(棚橋)

交通事故被害者および被害者遺族の心的状況一考察一 (岩川)

2人きょうだいにおける姉と妹の性格特徴について 一年齢差の大小による比較 (岩川)

子どもの事故防止に対する保護者の意識調査一第 1子と第2子移行の比較一 (大野)

児童館・子育て支援センターにおける子どもの「音・音楽」遊びのあり方 (深見)

育児不安と夫の精神的サポート (倉本)

少子化の現状と現代青年の意識一男女別比較を通して一 (岩川)
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